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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
 

Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
８
８
３
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ス
フ
ィ
ア

【
あ
ら
す
じ
】

　
突
然
、
各
ラ
イ
ダ
ー
の
世
界
に
滅
び
の
現
象
が
起
き
始
め
ク
ウ
ガ
～
オ
ー
ズ

ま
で
の
ラ
イ
ダ
ー
は
自
分
達
の
世
界
を
守
る
べ
く
立
ち
上
が
っ
た
！
決
し
て
出

会
う
は
ず
の
な
い
１
２
人
の
ラ
イ
ダ
ー
達
が
出
会
う
時
、
何
か
が
起
こ
る
…
！
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～
Ｗ
編
・
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
１
）
～
（
前
書
き
）

ど
う
も
、
ス
フ
ィ
ア
で
す
。
駄
文
続
き
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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～
Ｗ
編
・
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
１
）
～

二
人
で
一
人
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
・
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
と
し
て
エ
コ
推
進
都
市
『

風
都
』
の
平
和
を
守
っ
て
き
た
左
翔
太
郎
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
壊

滅
後
、
ド
ー
パ
ン
ト
絡
み
の
事
件
は
ガ
ク
ッ
と
下
が
り
、
平
和
な
日
々
が
続
い

て
い
た
。

左
 

翔
太
郎
「
ふ
ぅ
～
。
平
和
だ
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
」

ソ
フ
ァ
ー
に
凭
れ
掛
か
っ
て
い
る
翔
太
郎
は
相
棒
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
話
し
か
け

た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
あ
あ
。
平
和
だ
ね
翔
太
郎
。
」

脚
の
長
い
丸
椅
子
に
腰
掛
け
本
を
読
ん
で
い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
視
線
を
本
か
ら

離
さ
ず
返
答
す
る
。

左
 

翔
太
郎
「
こ
う
し
て
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
起
き
て
い
た
ド
ー
パ
ン
ト
絡

み
の
事
件
が
嘘
み
た
い
だ
な
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
全
く
だ
ね
。
だ
が
、
平
和
な
の
は
い
い
こ
と
だ
ろ
翔
太
郎
。
」
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左
 

翔
太
郎
「
は
は
っ
。
そ
う
だ
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
」

『
コ
ン
コ
ン
ッ
！
』

事
務
所
の
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
室
内
に
響
く
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
依
頼
み
た
い
だ
ね
。
」

左
 

翔
太
郎
「
ま
た
ペ
ッ
ト
探
し
だ
ろ
…
。
い
つ
も
み
た
い
に
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
に
解
決
す
る
だ
け
だ
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
君
は
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
じ
ゃ
な
く
て
、
ハ
ー
フ
ボ
イ
ル
ド
で
し

ょ
？
」

翔
太
郎
は
立
ち
上
が
り
戸
を
開
け
に
行
き
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
再
び
本
の
世
界
に

戻
っ
て
い
っ
た
。

左
 

翔
太
郎
「
は
い
、
ど
う
言
っ
た
ご
相
談
で
？
」

翔
太
郎
が
戸
を
開
け
る
と
そ
こ
に
い
た
の
は
、
顔
を
サ
ン
グ
ラ
ス
と
マ
ス
ク
で

隠
す
女
性
だ
っ
た
。
そ
う
、
そ
れ
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
母
親
の
シ
ュ
ラ
ウ
ド
だ
っ

た
。
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左
 

翔
太
郎
「
な
…
！
シ
ュ
ラ
ウ
ド
じ
ゃ
な
い
か
！
？
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
！
！
…
母
さ
ん
…
。
一
体
ど
う
し
て
！
？
」

シ
ュ
ラ
ウ
ド
「
左
翔
太
郎
…
。
来
人
…
。
お
前
達
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
が
あ
る
…
。
こ
の
風
都
は
…
い
や
、
こ
の
世
界
は
も
う
じ
き
消
滅
す
る
…
。
」

左
 

翔
太
郎
「
！
！
…
一
体
ど
う
い
う
事
な
ん
だ
…
！
？
」

シ
ュ
ラ
ウ
ド
「
私
に
も
分
か
ら
な
い
…
。
だ
が
、
滅
び
の
現
象
が
少
し
ず
つ
起

き
始
め
て
い
る
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
母
さ
ん
…
。
一
体
ど
う
す
れ
ば
、
滅
び
の
現
象
を
止
め
ら
れ
る

ん
だ
？
」

シ
ュ
ラ
ウ
ド
「
分
か
ら
な
い
…
。
だ
が
、
滅
び
の
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
原
因

を
突
き
止
め
れ
ば
何
と
か
な
る
か
も
知
れ
な
い
…
。
」

左
 

翔
太
郎
「
は
ぁ
…
。
ま
た
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
ち
ま
っ
た
な
。
…
だ
が
、

必
ず
俺
達
が
必
ず
止
め
て
み
せ
る
。
そ
う
だ
ろ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
？
」
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翔
太
郎
は
壁
に
掛
け
て
あ
っ
た
黒
い
ハ
ッ
ト
を
被
り
左
手
を
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
伸

ば
し
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
…
ふ
っ
。
翔
太
郎
、
君
ら
し
い
良
い
答
え
だ
ね
。
…
あ
あ
、
僕

達
で
止
め
よ
う
！
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
も
翔
太
郎
と
同
じ
よ
う
に
右
手
を
伸
ば
し
翔
太
郎
の
左
手
を
力
強

く
握
っ
た
。

シ
ュ
ラ
ウ
ド
「
左
翔
太
郎
、
来
人
。
こ
の
世
界
を
…
頼
ん
だ
…
。
」

そ
う
言
う
と
シ
ュ
ラ
ウ
ド
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
事
務
所
内
に
５

体
の
マ
ス
カ
レ
イ
ド
ド
ー
パ
ン
ト
が
勢
い
良
く
侵
入
し
て
き
た
。

左
 

翔
太
郎
「
早
速
お
出
ま
し
か
…
。
い
く
ぜ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
！
」

翔
太
郎
は
腹
部
に
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
装
着
し
た
。
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
腹
部
に
も
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
が
装
着
さ
れ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
あ
あ
。
行
く
よ
翔
太
郎
！
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
を
取
り
出
し
た
。
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『
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
』

左
 

翔
太
郎
「
へ
へ
っ
。
な
ん
か
懐
か
し
い
な
。
」

翔
太
郎
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
取
り
出
し

た
。

『
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
』

翔
太
郎
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
「
変
身
！
！
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
を
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
側
に
翔
太
郎

は
左
側
に
差
し
込
ん
だ
。
す
る
と
差
し
込
ん
だ
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
が
翔
太
郎

の
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
側
に
移
動
し
同
時
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
意
識
を
失
い

そ
の
場
に
倒
れ
込
ん
だ
。

『
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
！
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
！
』

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
共
に
翔
太
郎
の
体
は
風
に
包
ま
れ
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
・
サ
イ
ク
ロ
ン
ジ
ョ
ー
カ
ー
に
変
身
し
た
。
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Ｗ
「
さ
あ
、
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
！
！
」

ダ
ブ
ル
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～
Ｗ
編
（
２
）
・
キ
バ
編
プ
ロ
ロ
ー
グ
～
（
前
書
き
）

ま
だ
当
分
、
各
ラ
イ
ダ
ー
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
続
き
ま
す
。
何
か
要
望
や
意
見
、

感
想
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。
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～
Ｗ
編
（
２
）
・
キ
バ
編
プ
ロ
ロ
ー
グ
～

突
如
、
現
れ
た
マ
ス
カ
レ
イ
ド
ド
ー
パ
ン
ト
に
対
抗
す
る
為
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

Ｗ
に
変
身
し
た
翔
太
郎
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
一
体
何
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
の

か
…
。

Ｗ
（
翔
太
郎
）
「
さ
て
、
久
々
の
Ｗ
だ
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
」

Ｗ
「
早
い
と
こ
ろ
片
付
け
て
早
速
、
調
査
を
し
よ
う
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ

Ｗ
（
翔
太
郎
）
「
了
解
！
」

マ
ス
カ
レ
イ
ド
ド
ー
パ
ン
ト
達
は
一
斉
に
迫
っ
て
き
た
。
Ｗ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
抜
き
マ
キ
シ
マ
ム
ス
ロ
ッ
ト
に
差
し
込
ん
だ
。

『
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
 

Ｍ
ａ
ｘ
ｉ
ｍ
ｕ
ｍ
 

Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
』
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Ｗ
「
ジ
ョ
ー
カ
ー
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
！
！
」

ダ
ブ
ル

Ｗ
は
右
足
を
軸
に
回
し
蹴
り
を
マ
ス
カ
レ
イ
ド
ド
ー
パ
ン
ト
達
に
喰
ら
わ
し
た
。

Ｗ
の
左
足
に
貯
め
ら
れ
て
い
た
サ
イ
ク
ロ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
マ
ス
カ
レ
イ
ド

ド
ー
パ
ン
ト
達
を
砕
い
て
い
っ
た
。

Ｗ
（
翔
太
郎
）
「
と
り
あ
え
ず
、
片
付
い
た
み
た
い
だ
な
…
。
」

Ｗ
は
メ
モ
リ
を
抜
き
変
身
を
解
除
し
翔
太
郎
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
元
の
姿
に
戻
っ

た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
早
速
、
調
査
を
し
て
い
こ
う
。
…
だ
が
、
敵
の
正
体
や
目
的
が

分
か
ら
な
い
か
ら
地
球
の
本
棚
は
使
え
な
い
…
。
」

左
 

翔
太
郎
「
そ
う
か
…
。
…
な
ら
、
探
偵
ら
し
く
足
を
使
っ
て
調
べ
て
い
く

し
か
な
い
か
…
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
照
井
竜
に
も
連
絡
を
し
て
お
こ
う
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
は
ス
タ
ッ
グ
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
照
井
に
連
絡
を
始
め
た
。
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左
 

翔
太
郎
「
あ
あ
、
頼
ん
だ
ぜ
フ
ィ
リ
ッ
プ
。
俺
は
と
り
あ
え
ず
動
い
て
み

る
。
」

フ
ィ
リ
ッ
プ
「
何
か
分
か
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
れ
よ
翔
太
郎
。
」

こ
う
し
て
、
左
翔
太
郎
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
…
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
は
動
き
始
め
た
。

果
た
し
て
、
何
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
…
。

変
わ
っ
て
Ｗ
の
世
界
と
は
、
違
う
世
界
…
。
こ
の
世
界
で
も
、
異
常
な
現
象
が

起
き
て
い
た
。

マ
ル
・
ダ
・
ム
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
カ
フ
ェ
に
て
…
。

名
護
 

啓
介
「
渡
く
ん
。
最
近
、
地
震
が
多
い
と
思
わ
な
い
か
？
」
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名
護
は
キ
バ
と
し
て
人
類
を
共
に
守
っ
て
き
た
戦
友
で
あ
り
友
人
で
あ
る
紅
渡

に
問
い
掛
け
た
。

紅
 

渡
「
地
震
…
で
す
か
？
確
か
に
多
い
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
が
何
か
？
」

名
護
啓
介
「
俺
が
思
う
に
こ
れ
は
、
何
か
の
予
兆
だ
と
思
う
！
」

紅
 

渡
「
予
兆
！
？
」

名
護
啓
介
「
あ
あ
、
何
か
良
く
な
い
事
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
…
俺
に
は

分
か
る
！
」

紅
 

渡
「
は
ぁ
…
。
」

渡
は
訳
が
分
か
ら
ず
、
曖
昧
な
返
答
を
返
し
た
。
そ
の
時
、
店
内
を
激
し
い
揺

れ
が
襲
っ
た
。
店
内
に
は
、
二
人
以
外
に
客
は
お
ら
ず
マ
ス
タ
ー
も
外
出
し
て

い
た
為
、
二
人
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
必
死
に
揺
れ
動
く
テ
ー
ブ
ル
の
脚
を

固
定
し
た
。

数
分
後
に
、
地
震
は
収
ま
り
二
人
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
か
ら
出
て
き
た
。
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紅
 

渡
「
大
丈
夫
で
す
か
…
名
護
さ
ん
…
？
」

名
護
啓
介
「
あ
あ
、
平
気
だ
。
だ
が
、
こ
れ
で
い
よ
い
よ
怪
し
く
な
っ
て
き
た

な
。
」

紅
 

渡
「
確
か
に
、
自
然
の
物
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
…
あ
れ

？
」

渡
は
衣
服
に
付
い
た
埃
を
払
っ
て
い
る
と
、
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た
。
散
乱
し

た
テ
ー
ブ
ル
の
向
こ
う
…
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座
り
何
か
を
食
べ
て
い
る
人
に
…
。

男
「
お
お
！
美
味
い
！
や
は
り
俺
の
オ
ム
ラ
イ
ス
は
格
別
に
美
味
い
！
」

名
護
啓
介
「
…
ん
？
そ
こ
の
お
前
…
何
者
だ
！
？
」

名
護
も
気
が
つ
い
た
ら
し
く
怒
声
に
似
た
声
で
男
に
話
し
か
け
た
。
男
は
立
ち

上
が
り
二
人
に
顔
を
見
せ
た
。
そ
の
瞬
間
、
渡
の
顔
は
驚
き
の
表
情
に
変
わ
っ

た
。

紅
 

渡
「
そ
…
そ
ん
な
…
。
ど
う
し
て
…
父
さ
ん
が
こ
こ
に
…
？
」
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紅
 

音
也
「
そ
う
だ
渡
。
俺
は
お
前
の
父
親
で
あ
り
、
人
類
の
宝
で
あ
る
天
才

紅
音
也
だ
！
」

音
也
の
自
画
自
賛
の
言
葉
は
店
内
に
響
き
渡
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ＲＩＤＥＲ ＬＥＧＥＮＤ
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